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美 森林しき を へ未来特集
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「
森
林
」
と
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。 

 

太
陽
の
木
漏
れ
日 

 

優
し
い
風
に 

 

心
地
よ
く
、
身
体
を
揺
ら
す
梢 

 

懐
か
し
い
土
の
香
り 

 

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
・
・
・ 

 

す
べ
て
が
、
森
林
の
持
つ
魅
力
で
す
。 

 
そ
の
一
方
、
森
林
を
取
り
巻
く
環
境
は
、 

 

地
球
温
暖
化
等
に
よ
る
、
森
林
の
荒
廃
化
や
、
生
態
系
の
変
化
、  

土
砂
崩
れ
な
ど 

 

近
年
、
様
々
な
課
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
が
暮
ら
す
甲
州
市
の
約
８
割
が
森
林
で
す
。 

 

そ
の
森
林
か
ら
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

雄
大
な
自
然
景
観
と
山
岳
観
光
、
そ
し
て
、
麓
に
広
が
る
果
樹
景
観
に
至
る
ま
で
ー
。 

 

私
た
ち
を
、
古
く
か
ら
地
域
文
化
や
地
域
発
展
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

森
林
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
切
な
資
源
で
す
。 

 

今
月
の
広
報
で
は
「
美
し
き
森
林
を
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
甲
州
市
の
森
林
を
育
む 

 

た
め
に
大
切
な
こ
と
と
森
林
が
持
つ
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。 
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《水を蓄える》
　降雨を地下に蓄え、少しずつ流す働きによって、
洪水を防ぎ、水不足を避けることができます。この機能
により、「緑のダム」と呼ばれます。

《災害を防ぐ》
　水を蓄えることで、洪水を避けることがで
き、地中に張り巡らされた樹木の根や地面の
草や落ち葉は、土砂崩れを防いでくれます。

森林の持つ
多面的機能

《文化と教育の場》
　森林は、日本人の自然観や伝統文化に深く結びついており、
史跡・名勝等と一体となって、自然景観や歴史的風致を構成し
ています。
　子どもの自然体験は、学ぶことの喜びを知るきっかけとなり、学習
意欲の向上へとつながり、教育の場として有効です。

《憩いと健康の場》
　森がストレスを緩和し、安らぎや癒しの効果を持つことや、樹木が
発散する揮発性物質が健康によい影響を与えることがわかってき
ています。森林浴やハイキングが、気分転換や健康維持に高
い効果を発揮することが期待できます。

《快適な環境をつくる》
　蒸発散作用によって、気温の変化を緩和するはたらき
を持っています。ちりやほこり等の汚染物質の吸収機
能、CO2 を吸収し、地球温暖化を防止する機能も
備えるなど、快適な生活環境を支えています。

《木材等生産機能》
　森は、木材、山菜など様々
な資源を育み、森を適切に管
理することで、半永久的に繰
り返し生産ができる“循環
型資源”として私たちの
生活を支えています。

《生物多様性の保全》
　森林には、草原などと比べ、多くの種類
の動植物が生息しており、「森林は生き物
の宝庫」と呼ばれています。多様な生
態系が形成され、私たちに多くの恩恵
を与えています。

美

森
林

し
き

を

へ

未
来

特集

topic１
森林のチカラ

　
豊
か
な
森
林
は
、
私
た
ち
の

生
活
の
営
み
を
支
え
る
役
割
を

多
く
備
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
な
ぜ
、
森
林
が
大
切
な
の
か
」

を
探
る
た
め
に
、
森
林
の
持
っ

て
い
る
多
種
多
様
な
チ
カ
ラ
に

つ
い
て
改
め
て
注
目
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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topic２
森林の現状

　
利
用
期
を
迎
え
た
多
く
の
木

が
存
在
す
る
甲
州
市
の
森
林
を

取
り
巻
く
現
状
や
特
性
、
今
後

想
定
さ
れ
る
課
題
等
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

使う

植える

育てる

収穫
豊かな

森づくり
の循環

《市内の森林が持つ特徴》
　市民生活に密着した「里山林」や林業生産活動が積極的に実
施されるべき「人工林帯」から、大きな広葉樹が林立する「天
然の樹林帯」まで多種多様な森林で構成されていることと、急
峻な地形が多いことが特徴的です。
【塩山一ノ瀬地区】
　天然生の広葉樹林が多く分布し、渓谷等の自然景観に優れて
いることから、柳沢川、一ノ瀬川を経て奥多摩へ流れ下る多摩
川水系の重要な水源林地域になっています。
【塩山竹森地区・大和町日影地区】
　昔からスギ・ヒノキの造林が盛んに行われており、齢級構成
も他の地域より高く、伐期を迎える林分も多く存在しています。
【大菩薩地区】
　葛野川揚水発電所上部ダム周辺の森林では水源かん養機能を
高める森林整備を進めるとともに、大菩薩嶺を含む国立公園周
辺の森林では登山者等が自然と親しむ場としての利用及び自然
環境の保全が大切になります。ダム下流域はカラマツを主体と
した人工林が多くを占めています。

《課題》
　担い手の高齢化、後継者不足等により、森林が荒廃し、台風等の被害を受けた
り、大雨によって土砂災害を起こしやすくなります。二酸化炭素を吸収する働き
も低下し、温暖化防止機能も低下します。豊かな森林を整備し、後世に継いでい
くことが大切になります。

《森林の多面的機能を確保するため》
　間伐を中心とした森林の整備と適正な管理が重要となります。また、この管理
をスムーズに展開するため、森林組合を核として業務を行うことが重要となりま
す。そして、利用期を迎えた森林について「使う、植える、育てる、収穫」とい
うサイクルを回すことが大切なキーワードとなります。

甲州市の約８割が森林

人
工
林
の
約
８
割
が
利
用

期
を
迎
え
た
森
林
で
す
。

森林区分 樹種構成

森林人
工
林

天
然
林

そ
の
他

ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
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「
甲
州
市
森
林
整
備
計
画
」
参
照
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《
林
業
男
子
の
１
日
に
密
着
》

　

～
松
く
い
虫
防
除
編
～

I n t e r v i ew林業男子インタビュー

　

林
業
の
現
場
を
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
市
が
取
り

組
む
「
※
１

松
く
い
虫
の
防

除
」
の
作
業
に
密
着
取
材

し
ま
し
た
。

（
５
月
18
日　

塩
の
山
）

現場につき、チェー
ンソーの歯を立て
たり、ガソリンを
入れ、準備を万全
に整えます。

松くい虫の害を受けて
いる松にはマーキング
があり、これを目安に
切り倒します。

先
人
た
ち
の
恩
恵
を
受
け
、

　
子
や
孫
の
世
代
の
材
を
育
む
―
。

※１　松くい虫　
「マツノザイセンチュウ」という体長 1 ミリメートルにも満たない線虫で、松の樹体内に入ることで松に被害を引き
起こします。この線虫を松から松へ運ぶのが「マツノマダラカミキリ」というカミキリ虫です。
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　峡東森林組合で働く楠龍一さん（写真
左）、手塚雄二さん（写真右）に森林を
整備し、人の暮らしを支える森を作り出す仕
事のやりがいなどを伺いました。（敬称略）

《
仕
事
の
内
容
》

【
楠
・
手
塚
】
間
伐
（
森
林
が
茂
り
す
ぎ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
木
を
切
っ
て
ま
ば
ら
に
す

る
こ
と
）
や
下
草
刈
り
、木
材
の
搬
出
、松
く
い
虫
の
防
除
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

《
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
り
と
や
り
が
い
》

【
手
塚
】
親
が
林
業
関
係
に
携
わ
っ
て
お
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
い
つ
か
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
枯
れ
て
い
る
松
な
ど
、
遠
く
か
ら
で
も

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
な
木
々
が
整
備
さ
れ
、
き
れ
い
な
森
の
姿
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を

見
る
時
に
や
り
が
い
や
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

【
楠
】
身
体
を
動
か
す
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
時
に
紹
介
を
受
け
始
め
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
、
広
大
な
面
積
の
現
場
が
終
わ
っ
た
時
で
す
。
大
き
な
達
成

感
を
感
じ
ま
す
。

《
こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
》

【
楠
・
手
塚
】
大
自
然
の
中
で
働
け
る
こ
と
や
、
成
果
が
目
に
見
え
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
、

特
殊
な
仕
事
な
の
で
誇
り
が
持
て
る
こ
と
な
ど
で
す
。

《
こ
の
仕
事
に
向
い
て
い
る
人
》

【
楠
・
手
塚
】
黙
々
と
仕
事
に
向
き
合
え
る
人
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
っ
た
り
、

足
場
も
悪
く
、
危
険
も
多
く
あ
る
の
で
、
落
ち
着
い
て
い
る
性
格
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
な
仕
事
も
多
く
、
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
仕
事
も
あ
る
の
で
、
仲
間
と
協
力
し

な
が
ら
、
ま
た
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
め
る
人
が
向
い
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

《
未
来
に
豊
か
な
森
林
を
残
す
た
め
に
想
う
こ
と
》

【
楠
】
材
と
し
て
利
用
価
値
の
あ
る
山
を
し
っ
か
り
と
残
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

達
に
は
、
家
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
外
に
出
て
、
近
く
の
山
や
遊
歩
道
を

歩
い
て
、
自
然
の
な
か
で
遊
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

【
手
塚
】
豊
か
な
森
を
残
す
た
め
に
、
ま
ず
、
森
林
の
貴
重
さ
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
、
山
に
来
た
時
に
は
、
ご
み
を
持
ち
帰
っ
た
り
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
を

し
な
い
と
か
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
呼
び
か
け
た
い
で
す
。

倒れた松を約９０ｃｍの長
さに切っていきます。松く
い虫の害を受け、衰弱した
松の断面にはアオカビの浸
食の跡が見受けられます。

松くい虫が木の中に
いるため、切った松
を集め、生分解性ビ
ニールで覆います。
その後、駆除薬剤を
入れ、ガムテープで
ふさぎます。

１週間ほど
すると、松
くい虫の駆
除が完了し
ます。

topic3
森林を整える



平成 29 年 6 月 8

　塩の山赤松を守る会は平成１９年、地域のランド
マーク的存在である塩の山の「アカマツ」が、松く
い虫による食害を受け立枯れが進んでいたため、塩
の山のアカマツの保護や植林を目的として結成されま
した。毎年活動には、地域の住民１００人近くが参
加し下草刈りや植栽活動を積極的に行なっています。
その活動は、かつてのアカマツ林を復元し後世へ残し
ていくだけではなく、活動を通して地域の交流を深め
る場にもなっています。
《平成２５年度には、全国育樹活動コンクールにおい
て林野庁長官賞を受賞》

《
緑
の
募
金
》

《
松
く
い
虫
防
除
》

topic４
森林を
守り育む

　
森
林
を
守
り
育
む
た
め
に
、
市
の

事
業
や
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
未
来
に
想
い
を
託
し
、

緑
を
守
り
育
て
る
団
体
等
の
取
り
組

み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

《塩の山　赤松を守る会》

　

森
林
の
持
つ
水
資
源
の
か
ん

養
や
災
害
の
防
止
な
ど
の
多
面

的
機
能
を
持
続
す
る
た
め
、
森

林
病
害
虫
の
駆
除
や
予
防
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
松
く

い
虫
防
除
対
策
事
業
で
は
、
衛

生
伐
、
伐
倒
く
ん
蒸
等
を
行
い
、

森
林
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

県
土
緑
化
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
（
公
財
）

山
梨
県
緑
化
推
進
機
構
が
緑
化

事
業
の
推
進
と
緑
化
思
想
の
高

揚
を
図
る
た
め
実
施
し
て
い
る

「
緑
の
募
金
」
に
は
、
市
や
地
域

も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

松くい虫の防除作業　（平成２８年　勝沼町中原）緑の募金活動　（平成２５年　塩山駅）

塩の山　赤松を守る会　植樹　（平成 29 年　塩の山）

Supporter森林の守り人

8
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《
甲
州
市
・
オ
ル
ビ
ス
の
森
》

《
山
火
事
予
防
Ｐ
Ｒ
》

　塩和会は、童謡「花かげ」の歌詞に登場する「桜
吹雪の花かげに」の桜は、向嶽寺近くの遊歩道
の情景と伝わり、その桜並木を復活させようと
平成２７年に有志らが立ち上げました。年に数
回、下草刈りや植樹活動を行っています。
　現在、会員は約８０名で、美しい桜並木を復
活させ、永く後世まで残すべく、里山の整備に
取り組んでいます。

《塩和会》

《
緑
の
少
年
少
女
隊
》

　
市
で
は
、
毎
年
Ｇ
Ｗ
期
間
中
、

市
内
Ｊ
Ｒ
３
駅
で
登
山
者
に
山

火
事
防
止
の
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
、
山

火
事
の
原
因
と
し
て
、
タ
バ
コ

の
投
げ
捨
て
や
た
き
火
の
不
始

末
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
山

を
楽
し
む
た
め
の
マ
ナ
ー
と

ル
ー
ル
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
、
オ
ル
ビ
ス
株
式
会
社
、
甲
州
市
、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
、
甲
州
市
里
山
創
造
推

進
協
議
会
は
、
森
林
の
整
備
と
環
境
景
観
保
全
を

目
的
に
協
定
を
締
結
し
、
塩
山
上
小
田
原
地
区
の

市
有
林
１
０
０
ha
を
「
甲
州
市
・
オ
ル
ビ
ス
の
森
」

と
名
付
け
、
年
２
回
オ
ル
ビ
ス
の
社
員
が
下
草
刈

り
や
間
伐
な
ど
森
林
整
備
活
動
を
行
い
、
市
民
や

甲
州
市
里
山
創
造
推
進
協
議
会
と
の
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
森

林
整
備
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

里
山
に
近
い
３
つ
の
小
学
校（
神

金
小
学
校
、
菱
山
小
学
校
、
大

和
小
学
校
）
は
、
緑
の
少
年
少

女
隊
を
結
成
し
、
植
林
活
動
や

森
林
整
備
体
験
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

緑の少年少女隊　（平成２９年　菱山小学校）山火事予防ＰＲ　（平成２９年　ＪＲ塩山駅）

植樹活動　（平成２９年　甲州市・オルビスの森）

塩和会　植樹　（平成２７年　塩の山）

甲州市・オルビスの森の材で作ったベンチ
　（平成２９年　ＪＲ塩山駅）
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topic５
森林を楽しむ

　

地
域
の
宝
で
あ
る
豊
か
な
森
林
を

後
世
へ
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

ず
、
自
ら
が
山
を
楽
し
み
、
親
し
み
を

持
っ
て
、
そ
の
魅
力
を
子
ど
も
達
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
甲
州
市

の
観
光
大
使
で
あ
る
、
天
野
和
明
さ
ん

（
山
岳
ガ
イ
ド
）、
小
川
壮
太
さ
ん
（
プ

ロ
山
岳
ア
ス
リ
ー
ト
）
に
森
林
や
山
の

魅
力
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

《
甲
州
市
の
山
々
の
魅
力
》

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
野
山
に
分
け
入
っ
て
、
日
が
暮
れ
る
ま

で
遊
び
ま
し
た
。
そ
の
時
に
見
た
、
木
々
や
花
々
の
鮮
や
か
さ

や
、
山
頂
の
美
し
い
景
色
は
、
非
常
に
魅
力
的
で
、
現
在
、
私

が
山
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
原
点
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
甲
州
ア
ル
プ
ス
は
、
原
始
の
森
の
よ
う
な
美

し
い
天
然
林
が
あ
り
、
天
気
が
良
け
れ
ば
、
富
士
山
を
見
な
が

ら
南
下
で
き
る
魅
力
的
な
山
々
で
あ
り
ま
す
。

《
子
ど
も
や
高
齢
の
方
で
も
楽
し
め
る
自
然
》

　

大
菩
薩
嶺
は
日
本
百
名
山
で
あ
り
な
が
ら
、
初
心
者
向
け
の

コ
ー
ス
も
あ
り
、
楽
に
稜
線
に
着
く
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
景

観
を
一
望
で
き
る
日
本
で
も
屈
指
の
山
で
あ
り
、お
勧
め
で
す
。

地
元
に
あ
る
名
山
に
登
り
、
眼
下
に
広
が
る
甲
州
市
と
甲
府
盆

地
と
南
ア
ル
プ
ス
、
そ
し
て
、
富
士
山
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

《
未
来
へ
残
す
た
め
に
》

　

美
し
い
山
々
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
、
誇
る
べ
き
宝
も

の
で
す
。
山
が
好
き
な
人
だ
け
で
な
く
、
山
や
木
々
に
囲
ま
れ

て
生
き
る
み
ん
な
で
、
自
然
を
守
り
育
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
山
や
自
然
に
目
を
向
け
、
興
味

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ
楽
し
さ

を
子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。登
山
を
し
な
く
て
も
、

休
日
に
山
の
空
気
を
吸
い
に
行
く
だ
け
で
も
、
自
然
の
中
で
生

き
て
い
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
甲
州
市
の
山
々
の
魅
力
》

　

交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
気
軽
に
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で

上
が
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
２
０
０
０
ｍ
前
後
の
山
々
が
、

比
較
的
危
険
を
伴
わ
ず
に
登
れ
る
こ
と
と
、
澄
ん
だ
空
気
と
山

頂
か
ら
の
絶
景
が
魅
力
で
す
。
ぜ
ひ
、
甲
州
市
に
住
む
皆
さ
ん

に
も
、
改
め
て
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

甲
州
ア
ル
プ
ス
※
１

も
稜
線
か
ら
、
甲
府
盆
地
や
南
ア
ル
プ

ス
が
一
望
で
き
、
日
常
で
は
味
わ
え
な
い
美
し
い
景
色
に
出
逢

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
子
ど
も
や
高
齢
の
方
で
も
楽
し
め
る
自
然
》

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
大
菩
薩
は
上
日
川
峠
ま
で
車
で
行
け

る
の
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
す
ぎ
ず
、
自
然
を
眺
め
な
が
ら
、
散
歩

の
延
長
と
い
う
感
覚
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

《
未
来
へ
残
す
た
め
に
》

　

甲
州
市
の
山
々
に
魅
力
を
感
じ
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
登
山

者
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誇
る
べ
き
こ
と
で
す
。

　

こ
の
大
切
な
資
源
を
未
来
に
残
す
た
め
に
は
、
ま
ず
、
身
近

な
自
然
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
近
く
に
あ
る
と
、

そ
の
魅
力
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
身
構
え
ず
に

登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
価
値
観
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
絶

景
が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
動
を
、
子
ど
も
達
に

伝
え
る
こ
と
で
、
美
し
い
自
然
を
未
来
へ
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

（山岳ガイド）
植村直己さんに憧れて入った明治大学山岳部で本
格的に登山を始め、これまで 8,000m 峰に 6 座登
頂、2009 年にはフランスで金のピッケル賞も受賞
した。現在は石井スポーツ登山学校の校長として
登山者へのアドバイスや、山岳ガイドとしても活
動している。

（プロ山岳アスリート）
都留文科大学卒業後、教員として教壇に立つ傍ら国内外
のレースに出場。2015 年よりプロ山岳アスリートに転向
し、翌 2015 年にはスカイランニングワールドシリーズ
で総合 5 位にランクイン。米イースタンケンタッキー大
学留学時に学んだコーチングを生かし、各地でトレーニ
ングセミナーを開催する。スカイランニング世界選手権・
山岳スキー世界選手権 日本代表。

天野和明 さん

小川壮太 さん

※１　甲州アルプスとは　
天野和明さんにより発案された、2,000 ｍ級の山々が連なる大菩薩連嶺と小金沢連嶺を
あわせた総称。初級者から中級者までが楽しめるトレッキングコースとなっている。

I n t e r v i e w
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大菩薩トレッキング
誇るべき日本百名山

　５月１１日、晴天のなか、「大菩薩トレッキング」
が開催され、市内外から参加した４６名は、大菩薩
嶺や大菩薩峠、石丸峠の３コースにわかれて、花や
鳥などの案内を聴きながら、それぞれに新緑の大菩
薩を楽しみました。
　このトレッキングの最大の魅力は、大菩薩の達人
といわれる地元案内人と一緒に歩けることで、大菩
薩の楽しみ方のほか、森林の魅力を味わうことがで
きます。

topic６
未来へつなぐ

　
「
森
林
を
楽
し
み
、
森
林
と
と

も
に
生
き
る
た
め
に
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
、
未
来

に
美
し
い
森
林
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
余
暇
を
森
で
過
ご
し
て
み
た

り
、
山
梨
県
の
木
を
使
っ
た
モ

ノ
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
た

り
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、
心
が

け
ひ
と
つ
で
、
豊
か
で
美
し
い

甲
州
市
の
森
林
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

甲
州
市
広
報
で
は
、
今
月
号
か
ら

県
産
材
を
用
い
て
作
ら
れ
た
紙
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

《
特
集　
美
し
き
森
林
を
未
来
へ　
終
》

「もりかみくん」マーク
は、山梨の森林認証材が
利用活用されていること
を示しています。



世
界
農
業
遺
産

再
挑
戦
の
可
能
性

　
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
峡
東
地
域
が
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
伝
統
的
な
栽
培
技
術
や
、
ワ
イ
ン
産
業

な
ど
を
融
合
し
た
独
特
の
農
業
シ
ス
テ
ム
の

持
つ
価
値
の
高
さ
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
申
請
承
認
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
要
因
を
分
析
し
、
承
認
を

受
け
た
他
地
域
と
の
差
な
ど
を
専
門
家
の
意

見
を
収
集
し
な
が
ら
、
整
理
す
る
こ
と
で
、

世
界
農
業
遺
産
認
定
へ
の
道
を
拓
い
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
次
回
の
国
内
公
募
に
再
申
請
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
承
認
を
得
た
３
つ
の
地
域
（
宮

城
、静
岡
、徳
島
）
の
う
ち
、２
つ
の
地
域
（
宮

城
、
徳
島
）
は
、
前
回
は
承
認
を
得
ら
れ
ず
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
着
実
な
分
析
と
取
組
の
推
進

に
よ
り
、
再
挑
戦
に
よ
る
世
界
農
業
遺
産
の

認
定
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

伝
統
的
な
農
の
営
み　

次
代
へ

日
本
農
業
遺
産
と
世
界
農
業
遺
産

世
界
農
業
遺
産
へ
再
挑
戦

　
５
月
18
日
、
峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
は
、
本
年
度
第

１
回
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
今
年
３
月
に
峡
東
地
域

の
「
盆
地
に
適
応
し
た
山
梨
の
複
合
的
果
樹
シ
ス
テ
ム
」
が
日
本
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
事
業
報
告
、
今
年
度
予
算
や
事

業
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
め

ざ
す
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

【世界農業遺産】
　国連食糧農業機関（ＦＡＯ）が、多
世代にわたって継承されてきた土地利
用や伝統的な農法、景観などを認定す
る制度

【日本農業遺産】
　農林水産省が世界農業遺産の国内版
として創設したもので、将来に受け継
がれるべき伝統的な農林水産業システ
ムの価値を評価する制度

Keywordキーワード

日
本
農
業
遺
産

認
定
を
受
け
て

　
日
本
農
業
遺
産
は
国
が
創
設
し
て
第
１
回

目
の
認
定
と
な
り
、話
題
性
が
高
く
、ブ
ド
ウ・

モ
モ
な
ど
の
産
地
が
認
定
さ
れ
る
の
は
国
内

初
で
あ
り
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
誘
客
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
峡
東
地
域
や

本
県
の
果
樹
の
知
名
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
自
信
と
誇
り
の
創

出
に
繋
が
り
、
峡
東
地
域
固
有
の
農
業
の
継

承
へ
と
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
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観
光
振
興
へ
期
待

県
内
唯
一
の
停
車
駅　

　
「TRAIN

 SU
ITE

四
季
島
」
は
甲
信
、
東

北
地
方
を
周
遊
す
る
１
泊
２
日
コ
ー
ス
の
最

初
の
立
ち
寄
り
先
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
で

下
車
し
た
後
、
富
士
急
行
山
梨
豪
華
貸
し
切

り
バ
ス
「
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
に
乗

り
換
え
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
歴
史
・
文
化

や
食
の
魅
力
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
ワ
イ
ン
の

ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
近
代
産
業
遺
産
「
宮
光

園
」
や
笛
吹
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
、「TRAIN

 SU
ITE

四
季
島
」
の

運
行
を
契
機
に
、
地
域
の
知
名
度
や
観
光
地

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。
今
後
、
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、
滞
在

型
の
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

豪
華
寝
台
列
車　

甲
州
市
へ
初
停
車

「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

四
季
島
」

よ
う
こ
そ
、「
四
季
島
」。

　
５
月
６
日
、
豪
華
寝
台
列
車
「TRAIN

 SU
ITE

四
季
島
」
が
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
に

初
め
て
停
車
し
ま
し
た
。
山
梨
県
内
で
は
唯
一
の
停
車
駅
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

塩
山
駅
で
は
市
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
集
ま
り
、
列
車
を
迎

え
入
れ
ま
し
た
。

「グランブルーリゾート」は四季島の乗客用
豪華バスで、富士急行が新たに導入しまし
た。富士山の荘厳な山肌をイメージしたボ
ディーカラーが特徴的です。

JR 塩山駅には多くの見物客が訪れ、四季島
の到着に大きな歓声をあげていました。ま
た市では塩山太鼓の演奏で乗客らを盛大に
おでむかえしました。



平成 29 年 6 月 14

【
早
乙
女
】
家
事
等
の
分
担
は
ど
う
し
て
い

　
　
　
　
ま
す
か
？

堀
川　

夫
も
家
事
が
一
通
り
で
き
る
の

で
、
状
況
的
に
で
き
る
人
が
や
る
よ

う
に
分
担
し
て
い
ま
す
。

土
屋　
家
庭
の
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
多
様
化
し
て
お
り
、
家
事
に
つ
い

て
も
で
き
る
人
が
や
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
根

本
的
に
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や

る
と
い
う
考
え
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

【
野
口
】
仕
事
や
家
事
以
外
の
時
間
が
あ
り

　
　
　
ま
す
か
？

堀
川　
秋
冬
の
農
閑
期
に
は
少
し
時
間
が

と
れ
る
の
で
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

ワ
イ
ン
の
勉
強
な
ど
に
時
間
を
使
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

坂
野　

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い

て
、
生
活
の
中
で
も
ほ
と
ん
ど
仕
事

の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
線

引
き
は
難
し
い
で
す
。

土
屋　
私
も
家
業
が
仕
事
な
の
で
、
生
活

と
仕
事
の
線
引
き
は
難
し
い
で
す
。

し
か
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
時

間
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
あ

っ
て
こ
そ
の
仕
事
な
の
で
、
地
域
の

為
に
で
き
る
こ
と
は
や
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
学

び
た
い
こ
と
に
時
間
を
か
け
る
よ
う

に
心
掛
け
て
も
い
ま
す
。
も
の
づ
く

り
を
す
る
人
は
み
ん
な
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
が
高
ま
ら
な
い
と
、

モ
ノ
の
精
度
も
高
ま
っ
て
行
か
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

（左から、橘田悦子委員、早乙女修一委員、堀川清美さん、土屋由香里さん、坂野由美子さん、佐藤多賀子委員、野口雅美委員）

　「第２次甲州フルーティー夢プラン」の策定と、男女共同参画
推進月間にあわせ、市内で活躍する女性３名と甲州市男女共同
参画推進委員の代表４名に「甲州市の男女共同参画」について、
市の現状や目指すべきあり方について対談していただきました。

※１　ワークライフバランス（仕事と生活の調和）
　　一人ひとりがやりがいをもって働くとともに家庭や地域生活においても多様な生き方が選択・実現できること

～男
み ん な

女で環
わ

になり
笑顔の甲州市～

６月は男女共同参画推進月間です。

Switch　Interview
輝く女性に

インタビュー

【
早
乙
女
】
※
１
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
？

堀
川　
農
業
に
つ
い
て
は
私
が
主
動
な
の

で
、
農
繁
期
に
は
家
事
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

年
間
を
通
し
て
み
る
と
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
と
状
況
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

す
。 

土
屋　
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。
年
間
、
ま
た
は
人
生
で

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
れ
ば
い
い
と
感
じ

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
な
い
時
期

も
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
仕

事
を
す
る
姿
を
見
せ
な
が
ら
子
育
て

で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

坂
野　
私
の
場
合
、
明
確
な
休
み
が
な
い

の
で
す
が
、
波
が
あ
る
の
で
、
見
極

め
な
が
ら
、
自
然
と
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

夢
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
や

急
速
な
高
齢
化
、
社
会
経
済
の
低
迷
、
個
人

の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等

を
背
景
に
更
な
る
女
性
の
社
会
参
加
や
働
き

方
の
見
直
し
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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堀川清美 さん
（桃農家）

塩山の果樹農家の二女として生まれる。一度
山梨を離れるが、U ターンし、実家の後継者
として桃農家の事業主となる。自宅では「桃
娘（ももこ）農園カフェ」をオープンし、産
地を守るため地域の人々と取り組む。

T a l k
S e s s i o n
G u e s t

坂野由美子 さん
（建築家）

関東学院大学工学部建築学科　首席卒業後、地元
建設会社勤務後、渡英（ロンドン芸術大学、ヨーロッ
パ周遊）。2005 年、( 有 )aat+ ヨコミゾマコト建築
設計事務所を経て、2009 年に S PLUS ONE　一級
建築士事務所を勝沼町に設立。

土屋由香里 さん
（醸造家）

兵庫県出身。大阪大学で発酵工学を学び、卒業後、
日本酒醸造メーカーへ就職。国税庁醸造試験所で
研修。結婚後オーストラリアのアデレード大学大
学院でワイン醸造とブドウ栽培を学び、現在は塩
山の機山洋酒でワイン造りや販売に携わっている。

◆お問い合わせ先　市民課　市民参画・協働担当　☎３２ ‐ ５５８３

Switch　Interview

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆
第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
夢
プ
ラ
ン
策
定
◆
◆
◆

　
甲
州
市
で
は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り
を
目
指
し
、平
成
19
年
３
月
に
「
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

夢
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
10
年
間
推
進
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
、
計
画
期
間
が
終
了
し
た
た
め
「
第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
夢
プ
ラ
ン
」
を
こ
の
た
び

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
と
か
く
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
は
、
な
か
な
か
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
や
方
法
が
無
く
、
10
年
た
っ
て
も
プ
ラ
ン
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
２
次
プ
ラ
ン
は
、
行
政
と
甲
州
市
民
一
人
ひ
と
り
が
連
携
し
て
、
身
近
な
事
か
ら
「
こ
ん
な
こ
と
が

男
女
共
同
参
画
な
ん
だ
」
と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
、ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り
に
繋
が
っ

て
い
く
よ
う
に
し
て
行
き
ま
す
。
今
月
、
配
布
さ
れ
る
プ
ラ
ン
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
橘
田
】
女
性
と
い
う
こ
と
で
差
別
や
制
限

　
　
　
は
あ
り
ま
し
た
か
？

土
屋　
就
職
で
同
じ
条
件
な
ら
男
と
い
う

こ
と
を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
男

性
と
同
じ
評
価
を
受
け
る
に
は
２
、

３
倍
努
力
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
現

在
は
、
徐
々
に
女
性
の
立
場
が
確
立

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

坂
野　
「
女
性
建
築
家
」
と
い
う
肩
書
は

印
象
が
い
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
前

の
世
代
の
先
輩
方
の
努
力
の
お
か
げ

だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
方
の
仕
事
だ
と
女
性
を
下
に
見
る

傾
向
が
あ
り
、
厳
し
い
言
葉
を
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

【
橘
田
】
女
性
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
が
あ
り

　
　
　
ま
す
か
？

堀
川　
男
性
と
女
性
が
同
じ
こ
と
を
言
っ

た
時
に
、
女
性
だ
か
ら
許
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
質
的

に
は
、
男
女
で
差
別
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
畑
を
女
性
が
主
体
で
や

っ
て
み
た
り
、
子
育
て
や
介
護
を
男

性
が
主
体
で
や
っ
た
り
と
、
実
情
や

現
場
を
お
互
い
に
知
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

土
屋　
接
客
の
際
、「
食
事
と
ワ
イ
ン
」
な

ど
、
女
性
的
な
内
容
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
は
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
な
ら

で
は
の
繊
細
さ
は
仕
事
な
ど
で
も
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

坂
野　
難
し
い
内
容
に
つ
い
て
も
、
女
性

な
り
の
表
現
で
角
が
立
た
ず
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
う
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
は
、
女
性
主
動
で

家
作
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
奥
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
、
負
担
を
減
ら
す
家
作

り
に
お
い
て
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

【
野
口
】
海
外
で
の
男
女
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
　
ど
う
感
じ
ま
す
か
？

土
屋　
男
女
や
子
ど
も
大
人
と
い
う
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
個
人
と
し
て
い
き
い

き
と
生
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
個
人
が
独
立
し
て
い
な
が
ら
も
、

家
族
の
繋
が
り
は
非
常
に
強
く
、
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
に
は
遠
く
の
親
戚
ま

で
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
。

坂
野　
年
齢
に
つ
い
て
も
気
に
し
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
坂
野
と
い
う
個
の
建

築
家
が
、
ど
ん
な
作
品
を
作
る
か
で

評
価
し
て
く
れ
ま
す
。

【
佐
藤
】
女
性
の
農
業
者
と
し
て
感
じ
る
こ

　
　
　
と
は
？

堀
川　
農
作
業
は
肉
体
的
に
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
対
人
的
な
ス
ト
レ

ス
も
な
く
伸
び
伸
び
と
働
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
農
家
の
奥
さ
ん
の
多
く

は
か
な
り
細
か
く
経
営
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
家
計
管
理
も
し
っ
か

り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
奥
さ
ん

が
頑
張
っ
て
い
る
農
家
は
、
旦
那
さ

ん
も
奥
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
人
が

多
く
、
自
分
が
今
あ
る
の
は
、
奥
さ

ん
の
お
か
げ
だ
と
認
識
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

【
佐
藤
委
員
長
】
農
業
、
醸
造
、
建
築
を
は

じ
め
、
様
々
な
現
場
に
お
い
て
、
男
女
共
同

参
画
で
き
る
次
の
世
代
を
見
据
え
て
、
今
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
甲
州
市
区
長
会
】　（
敬
称
略
）

○
塩
山
地
区

千
野
上
区　
　
　
吉
田　
一
郎

千
野
下
区　
　
　
塩
島
虎
一
郎

上
東
区　
　
　
　
鶴
田　
　
彰

町
屋
区　
　
　
　
小
林　
一
三

上
西
区　
　
　
　
内
藤　
義
仁

中
央
区　
　
　
　
岡
部　
修
司

下
東
区　
　
　
　
石
垣　
幸
俊

下
中
区　
　
　
　
粟
田　
勝
也

下
西
区　
　
　
　
佐
籘　
勝
紀

上
塩
後
区　
　
　
廣
瀬　
金
重

上
塩
後
団
地
区　
八
巻　
葊
美

下
塩
後
区　
　
　
反
田　
勘
次

下
於
曽
東
区　
　
山
本　
行
徳

下
於
曽
西
区　
　
天
野　
　
上

赤
尾
区　
　
　
　
保
坂　
治
彦

下
萩
原
区　
　
　
雨
宮　
主
計

北
牛
奥
区　
　
　
内
田　
孝
正

熊
野
区　
　
　
　
宮
川　
　
広

西
広
門
田
区　
　
廣
瀬　
清
和

花
園
区　
　
　
　
田
邉　
正
人

中
萩
原
第
一
区　
岡　
　
誠
一

中
萩
原
第
二
区　
萩
原　
正
広

中
萩
原
第
三
区　
望
月　
勝
彦

上
粟
生
野
区　
　
中
村
今
朝
一

下
粟
生
野
区　
　
広
瀬　
　
泉

上
萩
原
下
切
区　
岩
波　
守
和

上
萩
原
上
切
下
区

　
　
　
　
　
　
　
葊
瀬　
　
勇

上
萩
原
上
切
上
区

　
　
　
　
　
　
　
永
田　
清
一

下
小
田
原
区　
　
根
岸　
德
雄

上
小
田
原
区　
　
手
塚　
正
友

裂
石
区　
　
　
　
雨
宮　
　
薫

一
ノ
瀬
高
橋
区　
田
邉　
敏
男

下
竹
森
区　
　
　
雨
宮　
昭
三

上
竹
森
区　
　
　
樋
口　
重
和

福
生
里
区　
　
　
池
田　
俊
夫

平
沢
区　
　
　
　
髙
石　
克
朗

上
井
尻
区　
　
　
靏
田　
圭
吾

三
日
市
場
下
区

　
　
　
　
　
　
久
保
寺
今
朝
治

三
日
市
場
上
区　
相
澤　
一
秋

小
屋
敷
区　
　
　
内
籘　
善
仁

藤
木
区　
　
　
　
藤
原　
英
一

下
柚
木
区　
　
　
岡
部　
高
貴

○
勝
沼
地
区

勝
沼
１
区　
　
　
早
川　
重
博

勝
沼
２
区　
　
　
鈴
木　
　
明

勝
沼
３
区　
　
　
武
藤　
雅
美

勝
沼
４
区　
　
　
橘
田　
尊
男

勝
沼
５
区　
　
　
頴
原　
　
學

勝
沼
６
区　
　
　
三
井　
　
学

勝
沼
７
区　
　
　
中
村　
昭
弘

勝
沼
８
区　
　
　
早
川　
聖
一

勝
沼
９
区　
　
　
中
島　
量
樹

勝
沼
10
区　
　
　
鶴
田　
　
章

勝
沼
11
区　
　
　
小
野　
　
学

勝
沼
12
区　
　
　
大
竹　
啓
司

勝
沼
13
区　
　
　
三
枝　
健
彦

勝
沼
14
区　
　
　
石
原　
　
賢

祝
１
区　
　
　
　
秋
山　
美
峰

祝
２
区　
　
　
　
渡
邉
恵
佐
良

祝
３
区　
　
　
　
早
川　
菊
夫

祝
４
区　
　
　
　
雨
宮　
孝
信

祝
５
区　
　
　
　
金
井　
正
美

祝
６
区　
　
　
　
田
口
三
紀
夫

祝
７
区　
　
　
　
志
村　
一
夫

祝
８
区　
　
　
　
岩
間　
茂
貴

祝
９
区　
　
　
　
小
川　
眞
澄

祝
10
区　
　
　
　
田
本　
義
仁

東
雲
１
区　
　
　
鶴
田　
　
一

東
雲
２
区　
　
　
駒
田　
　
覚

東
雲
３
区　
　
　
近
藤　
英
夫

東
雲
４
区　
　
　
若
林　
義
秀

東
雲
５
区　
　
　
竹
内　
愼
一

東
雲
６
区　
　
　
中
村　
　
雄

東
雲
７
区　
　
　
鈴
木　
武
雄

東
雲
８
区　
　
　
辻　
　
俊
一

東
雲
９
区　
　
　
大
村　
欣
弥

東
雲
10
区　
　
　
若
月　
和
夫

東
雲
11
区　
　
　
河
村　
　
明

東
雲
12
区　
　
　
古
屋　
正
由

東
雲
13
区　
　
　
三
澤　
　
実

東
雲
14
区　
　
　
有
賀　
慎
祐

東
雲
15
区　
　
　
長
野　
篤
雄

菱
山
１
区　
　
　
小
池　
正
信

菱
山
２
区　
　
　
平
山　
達
夫

菱
山
３
区　
　
　
三
森　
　
久

菱
山
４
区　
　
　
奥
田　
　
勇

菱
山
５
区　
　
　
天
野　
喜
秀

菱
山
６
区　
　
　
清
水　
　
靖

菱
山
７
区　
　
　
内
田　
正
信

菱
山
８
区　
　
　
三
橋　
　
守

菱
山
９
区　
　
　
髙
島　
　
茂

菱
山
10
区　
　
　
德
山　
順
子

○
大
和
地
区

天
目
区　
　
　
　
三
枝　
留
夫

田
野
区　
　
　
　
平
山　
健
治

水
野
田
区　
　
　
手
塚　
太
郎

丸
林
区　
　
　
　
有
賀　
　
守

古
部
区　
　
　
　
佐
藤
喜
美
男

宮
本
区　
　
　
　
森
澤　
茂
明

日
影
区　
　
　
　
佐
藤　
治
光

鶴
瀬
区　
　
　
　
望
月　
留
男

共
和
区　
　
　
　
佐
藤　
光
正

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
行
政
・
防
災
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

【
甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員
】

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

内
田
美
砂
記
（
上
東
）

三
森　
聡
美
（
上
東
）

廣
瀬　
香
織
（
上
西
）

中
村　
鈴
子
（
下
東
）

林　
　
淳
美
（
下
西
）

町
田　
昌
子
（
下
塩
後
）

矢
澤
三
千
代
（
下
於
曽
東
）

池
田　
幸
美
（
下
於
曽
東
）

村
松　
久
江
（
赤
尾
）

滝
嶌　
仁
美
（
牛
奥
）

中
山　
由
季
（
西
広
門
田
）

三
枝　
千
春
（
上
粟
生
野
）

樋
口　
真
弓
（
上
竹
森
）

雨
宮　
　
瞳
（
福
生
里
）

寺
内
み
ち
子
（
平
沢
）

吉
田　
静
枝
（
平
沢
）

水
上
奈
保
美
（
三
日
市
場
下
）

土
屋　
克
已
（
勝
沼
２
区
）

相
山　
勝
美
（
勝
沼
10
区
）

坂
本
け
さ
美
（
東
雲
９
区
）

雨
宮
江
身
子
（
東
雲
11
区
）

三
森　
美
佳
（
菱
山
３
区
）

服
部　
良
枝
（
菱
山
９
区
）

平
山　
文
子
（
大
和
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
今
年
度
委
嘱
さ
れ
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

平成 29 年 6 月 16
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財政状況の公表

会計名 歳入 歳出 差引額
一般会計 75 億 5,420 万 5 千円 87 億 9,731 万 5 千円 △ 12 億 4,311 万円
国民健康保険事業 23 億 4,520 万 6 千円 24 億 921 万 1 千円 △ 6,400 万 5 千円
診療所事業 2,442 万 9 千円 4,122 万 2 千円 △ 1,679 万 3 千円
後期高齢者医療 2 億 4,718 万 3 千円 1 億 6,689 万 8 千円 8,028 万 5 千円
介護保険事業 15 億 9,658 万円 18 億 6,501 万円 △ 2 億 6,843 万円
居宅介護予防支援事業 660 万 4 千円 496 万 1 千円 164 万 3 千円
訪問看護事業 1,970 万 1 千円 2,128 万 6 千円 △ 158 万 5 千円
下水道事業 1 億 5,162 万 6 千円 7 億 1,024 万 4 千円 △ 5 億 5,861 万 8 千円
簡易水道事業 2 億 765 万 8 千円 3 億 4,666 万 7 千円 △ 1 億 3,900 万 9 千円
大藤財産区 6 千円 60 万 9 千円 △ 60 万 3 千円
神金財産区 534 万 9 千円 526 万 5 千円 8 万 4 千円
萩原山財産区 446 万円 587 万 1 千円 △ 141 万 1 千円
竹森入財産区 34 万 7 千円 39 万 9 千円 △ 5 万 2 千円
岩崎山保護財産区管理会 10 万 3 千円 31 万円 △ 20 万 7 千円

平成 28 年 10 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までの会計別収支の状況

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況

（平成 29 年 3 月 31 日現在）

※「△」はマイナスを表します

水道事業
項　　目 金　　額

営業収益 3 億 7,889 万 6 千円
営業外収益 6,506 万 5 千円
営業費用 3 億 7,965 万円
営業外費用 2,284 万 7 千円

勝沼ぶどうの丘事業
項　　目 金　　額

営業収益 4 億 1,195 万 2 千円
営業外収益 297 万 5 千円
営業費用 4 億 6,806 万 5 千円
営業外費用 31 万 3 千円

勝沼病院事業
項　　目 金　　額

医業収益 0 円
医業外収益 2,389 万 3 千円
医業費用 2,062 万 3 千円
医業外費用 156 万 4 千円

土　　　地 1,870,710㎡
建　　　物 186,795㎡
基　　　金 49 億 852 万 3 千円
出　資　金 2 億 382 万 5 千円

市税等の内訳 金　　　額
市民税（個人分） 13 億 5,975 万 6 千円
市民税（法人分） 1 億 4,868 万 6 千円
固定資産税 21 億 5,141 万 3 千円
軽自動車税 1 億 2,748 万 9 千円
市たばこ税 2 億 2,009 万円
入湯税 2,020 万 3 千円
都市計画税 6 万 5 千円
国民健康保険税 10 億 2,575 万円

市債及び一時借入金の現在高
※一般会計、特別会計、企業会計の合計（平成 29 年 3 月 31 日現在）

市債	 354 億 7,798 万 7千円
一時借入金	 15 億円

◆お問い合わせ先　　財務経営課　行政経営担当　　☎ 32-5065

　地方自治法第 243 条の 3 ならびに「甲州市の財政状況の作成及び公表に関する
条例」に基づき、平成 29 年 3 月末現在における本市の財政状況を公表します。

甲州市の

（平成 29 年 3 月 31 日現在） （平成 29 年 3 月 31 日現在）

（平成 29 年 3 月 31 日現在）
※平成 28 年度分として収入を見込んだ市税等の額
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国保いきいきライフ通信

　心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病は、自覚症状がなく進行することが多く、異常に気付くためには毎
年の健康診査が欠かせません。
　市国民健康保険では、生活習慣病に密接に関わるメタボリックシンドローム (内臓脂肪症候群 )とその予備群の
人を見つけ、生活習慣病の予防・早期発見するための特定健診（基本健診）を実施しています。
　６月からは、かかりつけの、またはお近くの医療機関で健診を受診できる個別医療機関健診がスタートします。

●対象者
１）甲州市国民健康保険被保険者で、受診日時点で

２０歳から７４歳の方
２）同じ年度内に特定（基本）健診及び国保人間ドッ

ク健診を受診されていない方
●自己負担金　無料
●受診方法
①国保年金課から特定（基本）健診受診券を郵送い

たします。（８月頃）
※６月から８月までに受診される方は、国保年金課

保健事業担当まで電話等で申込みをしてください。
②受診する医療機関に連絡し、受診日等を決めてく

ださい。
③受診日当日、保険証及び受診券を持参し健診を受

けてください。
●個別医療機関健診の実施内容
・実施医療機関
　右の表のとおり
・検査項目
　問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、

医師の診察など
・受診期間
　６月１日（木）～平成３０年３月３１日 ( 土 )
・持ち物
　国民健康保険被保険者証（保険証）
　特定（基本）健診受診券
◇その他
・国保個別医療機関健診を受ける場合は、国保人間

ドック、市総合健診で特定（基本）健診を受ける
ことはできません。

今かかっている病気とあわせて健診で身体の確認が大切です !
　特定健診は生活習慣病の早期発見に重点を置いた健診であるため、早く発見することで発症や重症化を防ぐことが
できます。また、いつも診てもらっている病院で健診を受けることで、元々かかっている病気とあわせて主治医へ相
談することもできます。
　「毎月病院にかかっているから、健診は受けない」ではなく、今診てもらっている病気とあわせて、身体の状態をしっ
かり確認するようにしましょう。

指定医療機関 電話番号 40 歳
以上

39 歳
以下

市　
内

阿部ファミリークリニック 44 － 1131 ○ ○
あめみや医院 32 － 5511 ○ ―

池田内科小児科医院 44 － 0613 ○ ○
塩山市民病院 32 － 5111 ○ ○

岡医院 33 － 2583 ○ ○
加田クリニック 32 － 5507 ○ ○

甲州市立勝沼病院 44 － 1166 ○ ○
斉藤医院 32 － 8111 ○ ―

櫻林　腎・内科クリニック 39 － 9233 ○ ○
鶴田クリニック 32 － 1151 ○ ○

松里診療所 39 － 8333 ○ ○
みわペイン痛みのクリニック 33 － 5300 ○ ○

渡辺医院 48 － 2230 ○ ―

山
梨
市

秋元医院 22 － 7522 ○ ○
飯島医院 22 － 0015 ○ ○

加納岩総合病院 22 － 6351 ○ ○
坂の上クリニック 20 － 1860 ○ ○

武井医院　　 22 － 0029 ○ ○
中央内科クリニック 22 － 1008 ○ ○
つつじクリニック 20 － 8188 ○ ○

寺本医院　 22 － 0121 ○ ○
山梨市立産婦人科医院 20 － 1230 ○ ○

西川医院 35 － 2051 ○ ○
廣瀬醫院 20 － 1555 ○ ○

山梨厚生病院 22 ー 7898
予防医学センター ○ ○

吉岡医院 23 － 5206 ○ ○

市　
外

山梨県厚生連健康管理センター 0120 －
28 － 5592 ○ ○

石和温泉病院クアハウス石和 055 －
263 － 7071 ○ ○

平成２９年３月の医療費
医療費全体	 ２億９，３９６万円
（前年同月比	 △３，５５４万円）
１人当たり医療費	 ３０，４７８円
（前年同月比	 △１，８３５円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

保健師コラム

健診受診で生活習慣病予防
６月から受診できます「甲州市国保個別医療機関健診」
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６
月
は“
食
育
”月
間
で
す
！

　
食
育
と
は
、「
食
」
に
つ
い
て
の
知
識
と
正
し
い

「
食
」
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
力
を
身
に
つ

け
、
健
康
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
人
を
育

て
る
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
「
食
育
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

定期的な検診で、歯周病を予防しよう
　歯を失う主な原因は歯周病です。
歯の表面の白い物質が歯垢（プラー
ク）で、この中に歯周病菌がすみ
ついています。また、この歯周病
菌が、糖尿病や心疾患などさまざ
まな病気に悪影響を及ぼすことが
わかってきました。
　歯周病の予防には毎日の歯みがきなどのセルフケアとあわ
せ、歯科医院での検診や歯石除去などプロケアもかかせませ
ん。歯周病は気づかず進行してしまうことも少なくありませ
ん。定期検診でチェックして予防しましょう。

歯周疾患検診の受診を促進するため、対象の方は
無料で検診が受けられます。
対象　① 満３０歳、満４０歳、満５０歳、満６０歳、
　　　　 満７０歳の方
　　　　 （対象者には、受診票を送付しています）
　　　② 妊婦さん（母子手帳交付時に受診票を発行します）
※上記以外の２０歳以上の方は、個人負担金８００円で検
　診を受けることが出来ます。
　受診票は、健康増進課窓口で発行します。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

　市内小学校の「食育」の取り組みを市役
所１階ロビーで紹介しています。ぜひご覧
ください。市ホームページ「食育ひろば」
にも掲載しています！
　期間：６月１日（木）～３０日（金）

食育ひろば
ＱＲコード

食育を楽しく学べる「食育カルタ」
　市では、こども達が「食」に興味を持ち、「生涯
健康で過ごせるように」と、地域の方々と食育カル
タを作成しました。楽しく遊びながら、「食」につ
いて学ぶことができます。食育カルタの詳しい情報
は、市ホームページ「食育ひろば」をご覧ください。
また、健康増進課にて１箱１，０００円で販売して
います。

歯ぐき
の腫れ

歯垢
・歯石

健康も楽しい食事も いい歯から
６／４～１０は「歯と口の健康週間」
　歯の寿命は５０～６０歳代で、高齢になる
に従って、歯を失う人が多いのが現状です。
　歯を失ってしまうと食欲が落ちて栄養不足
を招き、筋力の低下や運動機能の低下などを
ひきおこして、元気や意欲もなく、寝たきり
になってしまいます。
　また、お口に潜む 「歯周病菌」 は、唾液に
歯周病菌が混ざり肺に運ばれると、“誤嚥性
肺炎”になったり、“動脈硬化”を引き起こ
すこともあります。
１）朝起きたらまずはうがいを
２）食後の歯磨きや入れ歯磨きを
３）歯科検診を受けること・
　　かかりつけ歯科医をみつけること
◆お問い合わせ先
　介護支援課　介護予防担当
　☎３４ ‐ ５４３４

地域の食育「食改さん」
　食改さんとは、地区にいる「食生
活改善推進員」のことです。地域の
食育推進のため、こども料理教室や
男性料理教室の開催、公民館活動や
納涼祭など様々な場で食の大切さや
簡単にできる運動の紹介をし、食と
運動の両輪で活動しています。
　栄養教室や行事等で見かけた際
は、お気軽にお声かけください。

◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２

毎月１９日は食育の日！
みんなで楽しく
　　　ごはんを食べよう
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伝統行事　各地で開催
受け継がれる想い

　市内各地には、古くから、多くの伝統行事が受け
継がれ、無病息災、家内安全、果実豊作など、住民
の祈りが祭りとなり地域の輪を築いてきました。今
年も各地で伝統行事が盛大に開催されました。

塩山高校生が参加
甘草の苗植え替え

　５月２０日、市と塩山高校は、甘草の里づくり事
業として、勤労青少年ホームで約１，２００本の甘
草の苗をポットに植え替える作業を行いました。
 　市では、今後、この苗を市内の圃場に植え替え、
２年後の収穫、さらに、収穫した甘草で、地域活性
化に向けた甲州市産甘草の栽培や食品開発など、独
自の特産品化を取り組みます。

一之瀬高橋の春駒（５月３日）

放光寺の大黒天祭り（４月２９日）

大善寺の藤切り祭（５月８日）

迫力の生原稿を展示
絵本「とんでもない」原画展

　甘草屋敷子ども図書館では、絵本作家の鈴木のり
たけさんの最新絵本『とんでもない』（アリス館）
原画展を開催しています。鈴木さんから特別にお借
りした生原画（ラフ画）などここでしか見ることが
できない展示となっています。
◆６月８日（木）まで開催中
※甘草屋敷子ども図書館は、建物外壁工事のため、
　６月９日（金）から３０日（金）まで臨時休館と
　なります。
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勝沼中学校ジベ処理実習
ぶどう産地の心にふれる

　勝沼中学校２年生は、５月１８日、１９日の両日、
勝沼町内のぶどう畑でジベ処理実習を行いました。
　昭和４３年から実施しており、ぶどう栽培につい
て理解を深めるとともに勤労の尊さや奉仕の心を培
うことを目的にしています。
　生徒の皆さんは、慣れない作業に苦戦しながら、
ぶどう栽培の理解と苦労を感じていました。

祝小学校児童「人権の花」
風船に願いをこめて

　５月１７日、人権擁護委員会は、祝小学校で「人
権の花」運動を行いました。
　この運動は、贈られた花を児童が協力して育てる
ことにより、命の尊さや豊かな心、優しい思いやり
の心を育んでほしいと行っています。
　校庭では、児童手書きの人権メッセージを付けた
花の種を風船につけ、受け取った方へ喜びと感動を
願い、一斉に風船を飛ばしました。

神楽のような世界
宮光園コンサート開催

４月２２日、文化財課は、近代産業遺産宮光園の白
蔵で、「le concert」を開催しました。
　コンサートは、フランスから来日した金管五重奏

“アルテ・コンボ”さんと甲州市出身でフランス在
住の箏・三味線奏者の日原史絵さんの演奏により行
われました。
　来場者は、神楽のような幻想的な演奏と世界観に
圧倒されながら、特別な雰囲気を楽しみました。

元プロ野球選手から
技術と精神を学ぶ

　５月１４日、塩山総合グラウンドでは、第２３回
ダイワハウス全国少年少女野球教室が行われまし
た。
　参加した約８０人の小中学生は、内藤久さん（山
梨市出身・巨人）、村上雅則さん（大月市出身・Ｓ
Ｆジャイアンツ）ら元プロ野球選手から、一流の技
を目を輝かせながら、熱心に指導を受けていました。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付　

市
役
所
本
庁
に
お
越
し
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ

た
ら
・
・
・

①
市
か
ら
「
交
付
・
電
子
証
明
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し

ま
す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、
来
庁
し
て
く
だ

さ
い
。

※
交
付
・
電
子
証
明
発
行
通
知
書
兼
照
会

書
（
ハ
ガ
キ
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

※
本
人
確
認
書
類
（
２
点
）

※
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、「
交
付
・
電
子
証
明
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
」
に
は
交
付
日
の
期
限
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
て
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
申
請
者
本
人

が
来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料

（
診
断
書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

等
）、
申
請
者
本
人
及
び
代
理
人
の
顔
写

真
付
の
公
的
な
身
分
証
明
書
を
そ
れ
ぞ

れ
必
ず
１
点
以
上
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
原
則
15
歳
未
満
の
方
や
成
年
被

後
見
人
の
方
は
、
法
定
代
理
人
の
方
と

と
も
に
来
庁
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
交
付
は
、
仕

事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
月
曜
日
は
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
、
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

平
成
29
年
度
交
通
災
害
共
済　

家
族
揃
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

掛
金
は
一
人
年
間
５
０
０
円
で
、
共
済

期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
甲
州
市
に

住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご

加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

全
国
一
斉　
　
　
　
　
　
　
　

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

子
ど
も
人
権
１
１
０
番
は
、
全
国
50
か

所
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
強
化
期
間

中
は
、
相
談
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延

長
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
も
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。

６
月
26
日
（
月
）
～
７
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
ま
で

◦
相
談
担
当
者

　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
甲
府
地
方
法
務
局　
人
権
擁
護
課

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
１
‐
18

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
し
ま
す

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
一
定
の
期

間
（
８
年
間
）
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委
託
し

た
水
道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
地
内

に
立
ち
入
り
、
交
換
作
業
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
交
換
期
間　
７
月
～
８
月

◦
委
託
業
者

　
甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
19
社
（
順
不

同
）

　
㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、㈲
秋
山
設
備
、

塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤
建
設
、
第

一
設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、
㈲
日
栄

工
業
、
㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲
早
川

建
材
設
備
、
平
間
工
業
所
、
広
瀬
水
道

建
設
㈲
、
㈲
堀
内
設
備
、
三
科
設
備
、

㈲
岩
間
商
興
、㈲
エ
ー
ス
、内
藤
設
備
、

三
森
建
設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱
平

成
設
備

問
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す
！

〇
街
頭
啓
発
活
動

　
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
等
に
よ

る
啓
発
活
動

６
月
１
日
（
木
）

午
前
７
時
～

Ｊ
Ｒ
塩
山
駅

〇
市
内
小
学
校
の
プ
ー
ル
無
料
点
検

６
月
１
日
（
木
）

◦
巡
回
者

　
水
道
課
職
員
、
水
道
事
業
協
力
会
会
員

問
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７

正
し
い
犬
・
猫
の
飼
い
方

首
輪
を
チ
ェ
ッ
ク
！

迷
い
犬
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
逸
走
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
飼

い
犬
が
事
故
等
に
遭
う
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、市
が
保
護
し
た
場
合
、

保
護
期
間
に
応
じ
て
飼
い
主
に
対
し
餌

代
等
の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

・
首
輪
に
は
鑑
札
と
注
射
済
票
を
必
ず
付

け
て
い
た
だ
き
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ

う
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札
、
注

射
済
票
を
付
け
て
い
な
い
と
保
護
し
た

際
に
飼
い
主
を
特
定
で
き
ま
せ
ん
。

・
飼
い
犬
を
繋
ぐ
鎖
・
綱
等
を
こ
ま
め
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
室
内
飼
い
の
場
合
は
、
出
入
口
や
窓
か

ら
外
に
出
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◦
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
・
・
・

　

飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合

は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
へ
逸
走
の

届
け
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
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や
近
隣
の
方
が
保
護
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦
野
良
猫
が
増
え
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
糞
尿
被
害
、
子
猫
の
保
護
等
の
相
談
が

あ
り
ま
す
。
野
良
猫
に
餌
を
与
え
た
時

点
で
、
そ
の
猫
に
対
し
て
責
任
が
発
生

し
ま
す
。
餌
を
与
え
る
場
合
は
、
望
ま

な
い
猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
不
妊
・
去

勢
手
術
を
行
う
な
ど
の
処
置
を
し
た
う

え
で
、
首
輪
等
を
付
け
て
管
理
し
て
く

だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
４
）

甲
州
市
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
一
般
開
放

◦
期　
間

・
６
月
１
日
（
木
）
～
７
月
15
日
（
土
）

　
８
月
10
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）

　
全
日　
午
後
２
時
～
５
時

・
７
月
16
日
（
日
）
～
８
月
９
日
（
水
）

　
８
月
17
日
（
木
）
～
31
日
（
木
）

　
全
日　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
午
後
２
時
～
５
時

・
９
月
１
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

　
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
の
み
開
館
）

　
全
日　
午
後
２
時
～
５
時

◦
休
館
日

　
期
間
中　
毎
週
月
曜
日

　
10
月
１
日
〜
平
成
30
年
５
月
31
日

中
学
生
以
下
（
50
円
）
／
高
校
生
（
１

０
０
円
）
／
市
民
一
般
（
２
１
０
円
）

／
市
外
一
般
（
３
２
０
円
）
／
65
歳
以

上
の
市
民
（
無
料
）

問
甲
州
市
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
44
‐
１
７
０
０（
開
放
期
間
中
の
み
）

◦海の家　静岡県牧之原市「相良・静波海水浴場」
◦開設期間　７月１日（土）～８月２４日（木）
◦利用対象者　市内に住所を有する満２歳以上の

方　（先着４００枚）
◦宿泊予約
①事前予約をします。
　６月１日（木）から直接、宿泊施設へ予約して

ください。
②予約後、牧之原市観光協会 ( ☎０５４８ ‐ ２２

‐ ５６００) へ予約内容を伝えてください。申込
受付表（予約通知）、申請書が郵送されます。

③利用券を甲州市産業振興課で受け取ります。
・受付日　６月１２日（月）～【土曜 ･ 日曜 ･ 祝

日を除く】
◦持ち物
　申請書／申込受付表（予約通知）／印鑑／利用

者すべてが甲州市民であることを確認できるも
の（免許証等）

◦その他
　宿泊利用料金は、甲州市民の宿泊者に対して、

１人１泊につき３，０００円を助成します。（利
用券の交付）ただし、１人２泊までとします。
利用券分を差引いた金額をお支払いください。

※利用券は、換金できません。

◦指定施設（市外局番０５４８）
◇相良地区◇
　大　沢（民宿）	 ☎５８‐１２８７
　美宇良（民宿）	 ☎５２‐０１９０
　田　沼（民宿）	 ☎５２‐４０４０
　文　一（民宿）	 ☎５２‐１５４３
　もりまさ（民宿）	 ☎５２‐１５２６
　リリカル（ペンション）	 ☎５２‐６８８８
　むぎわらぼうし（ペンション）
	 	 ☎５２‐０１５１
　おじろ（ビジネスホテル）	 ☎５２‐３２４７
　大漁苑（旅館）	 ☎５８‐１８１１
　なかたに（旅館）	 ☎５２‐０２９６
　大とく屋（旅館）	 ☎５２‐００５５

◇榛原地区◇
　東　海（民宿）	 ☎２２‐１２９３
　オーシャンビューはまゆう（民宿）
	 	 ☎２２‐１２１０
　セイラーズ（ペンション）	 ☎２２‐６５１１
　はちぼし（旅館）	 ☎２２‐６６８８
　わかき家（旅館）	 ☎２２‐０３３１
　静波リゾートスウィングビーチ（ホテル）
	 	 ☎２２‐１７１７
問産業振興課　商工担当	 ☎３２ ‐ ５０９２

山梨県電気機械器具製造業の
最低工賃が改正されました
　電気機械器具製造に関して、設定
された工程について、１工程当た
り４～６銭の引き上げになります。
　詳しくはお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　甲府労働基準監督署
　☎０５５ ‐ ２２４ ‐ ５６１１
　山梨労働局
　☎０５５ ‐ ２２５ ‐ ２８５４

甲州市民「海の家」開設

夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

相
談
会

７
月
９
日
（
日
）
〜
11
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

０
歳
か
ら
大
学
生
ま
で

①
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
相
談

②
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
様
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

（
育
児
相
談
）

③
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
様
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

（
教
育
相
談
）

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

◦
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
７
月
５
日
（
水
）
午
後
３
時

ま
で

問
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
22
‐
１
３
７
８　
ＦＡＸ
22
‐
６
４
１
９
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平成 29 年度
農作業臨時雇用標準賃金

　農業委員会では、農繁期等で臨時的に雇
用する場合の目安となるよう「農作業臨時雇
用標準賃金」を定めています。

■農作業臨時雇用標準賃金

区分 金額（日当 : 円）

一般
重作業 7,900

軽作業 7,400

高校生 6,080

耕起代かき（10 ａ） 17,400 ～ 19,300

■重作業
○危険を伴う作業（脚立使用での作業、

ハウスのビニール掛けなど）
○農機具を使用しての作業（刈払い機、

トラクター、管理機、ＳＳ、動噴使用
での消毒、抜根整地など）

○技術を伴う作業（剪定、棚掛け及び撤去）

■軽作業
○幅広い年齢層で男女を問わない作業（立

カンナ等での除草、ジベ付け、傘掛け、
摘粒、野菜の植え付け・収穫及び管理
など）

◆お問い合わせ先
　甲州市農業委員会事務局
　（産業振興課　農地担当）
　☎３２－２１１１
　( 内２８５・２８６）

農業者年金に加入しませんか
●農業者の方ならどなたでも加入できます。
①国民年金第１号被保険者
②年間６０日以上農業に従事する方
③２０歳以上６０歳未満の方
　①～③を満たす方であれば、経営主・後継者・配偶者等どなたで

も加入できます。
●終身年金です。
　万一、80 歳前に亡くなられた場合でも 80 歳までの保証付きです。
　一生涯受給でき、老後の安定的な収入が確保されます。基本的に

は 65 歳から年金をもらうことができますが、60 歳から年金をも
らうことも可能です。

●保険料の額が自由に設定できます。
　保険料は、月額 2 万円から 6 万 7 千円の間で 1000 円単位で自由

に選択でき、いつでも見直すことができます。
●支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になります。
●保険料の補助を受けられる方もいます。
① 60 歳までに保険料納付期間が 20 年以上見込まれる方
②必要経費などを控除した後の農業所得が 900 万円以下の方
③下記の区分の１～５のいずれかに該当する方

区分 必要な要件
国庫補助額

35 歳未満 35 歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000 円
（5 割）

6,000 円
（3 割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000 円
（5 割）

6,000 円
（3 割）

３
区分 1 または 2 の者と家族経営協
定を締結し経営に参画している配偶
者または後継者

10,000 円
（5 割）

6,000 円
（3 割）

４
認定農業者または青色申告者のいず
れか一方を満たす者で、3 年以内に
両方を満たすことを約束した者

6,000 円
（3 割）

4,000 円
（2 割）

５
35 歳まで（25 歳未満の場合は 10
年以内）に区分 1 の者となること
を約束した後継者

6,000 円
（3 割） ―

甲州市農業委員会インフォメーション

臨
時
職
員
募
集

◦
募
集
人
員　
各
課
１
名

◦
勤
務
課
及
び
内
容

・
観
光
交
流
課　
整
備
・
管
理
担
当

　
（
観
光
施
設
整
備
業
務
、
自
然
保
護
関

係
の
管
理
修
繕
業
務
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
維
持
管
理
修
繕
業
務
）

・
農
林
土
木
課　
管
理
担
当

　
（
県
営
土
地
改
良
に
関
す
る
補
助
事
務
、

文
書
発
送
事
務
、
現
場
立
ち
合
い
同
行

補
助
や
道
路
公
園
管
理
）

◦
そ
の
他

　
業
務
内
容
、
給
与
な
ど
、
詳
し
く
は
総

務
課
人
事
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
２
２
５・２
２
６
）

大
和
小
学
校
プ
ー
ル

一
般
開
放
監
視
員
募
集

プ
ー
ル
遊
泳
者
の
監
視
等

７
月
25
日
（
火
）
～
８
月
23
日
（
水
）

午
後
12
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
給
与　
１
，
０
０
０
円
（
時
給
）

◦
条
件

　
市
内
在
住
者
、
平
成
29
年
４
月
１
日
の

時
点
で
、
満
18
歳
以
上
の
方

※
後
日
、
救
命
救
急
法
の
講
習
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
で
す

◦
募
集
人
員　
７
名

◦
締
切
日　
６
月
30
日
（
金
）

問
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

　
☎
48
‐
２
９
２
１
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

農地の実勢賃貸借情報
　平成 28 年 1 月から 12 月までに締結された農地の賃貸借
料の水準は、以下のとおりです。

（10 アール当たり　単位：円）

品種等／
地域名

塩　山 勝　沼 大　和

平坦地 中山間地 平坦地 中山間地

全　域塩　山
奥野田
松　里

玉　宮
大　藤
神　金

勝　沼
岩　崎
東　雲

深　沢
藤　井
菱　山

ぶ
ど
う

平均値 23,702 14,478 25,559 25,962 ―
最大値 38,363 15,408 45,351 49,115 ―
最小値 8,264 9,825 9,474 17,584 ―

データ数 49 6 76 21 ―

も
も

平均値 31,071 22,402 19,168 ― ―
最大値 44,863 32,925 30,000 ― ―
最小値 14,084 12,820 14,245 ― ―

データ数 35 19 19 ― ―

す
も
も

平均値 26,700 11,362 4,243 ― ―
最大値 43,795 12,048 4,251 ― ―
最小値 12,285 10,676 4,220 ― ―

データ数 8 2 4 ― ―

さ
く
ら
ん
ぼ

平均値 69,085 ― ― ― ―
最大値 94,043 ― ― ― ―
最小値 41,580 ― ― ― ―

データ数 3 ― ― ― ―

か
き

平均値 28,729 ― 33,871 ― ―
最大値 45,248 ― 36,452 ― ―
最小値 10,277 ― 32,266 ― ―

データ数 19 ― 3 ― ―

野
菜

平均値 9,915 ― ― ― ―
最大値 20,920 ― ― ― ―
最小値 5,649 ― ― ― ―

データ数 8 ― ― ― ―
※データの無い箇所は、賃貸借契約が無かった地域です。
※使用貸借（無料）のもの、借料が
　平均値±（平均値×70％）を超えるもの等は除かれています。

農地は貴重な財産です。
～農地中間管理事業を活用しませんか～
☆農地を有効活用するための、新しい仕組みです。
☆新しい仕組みは、「農地中間管理事業」です。公

的機関なので安心です。
☆農業のリタイアを考えている方、相続される方

は家族で話し合い、早めの対策を考えましょう。

「農地中間管理事業」の仕組み

農地を
貸したい方

・農業をやめた
い場合

・耕作面積を縮
小したい場合

・耕作放棄地な
ど利用してい
ない農地があ
る場合

・農地を相続し
たが、農業が
できない場合

　　　　　等

○必要な場合は、使い勝手の良い農地へ整備し、貸し付けます。
○条件によっては、お借りできない農地もありますので、ご承知
　ください。

農地を
借りたい方

・農業経営の規
模拡大をした
い場合

・新規に就農を
したい場合

・近くの農地を
貸してほしい
が、遊休農地
となっていて
困っている場
合

　　　　　等

山梨県
農地中間
管理機構

（山梨県農業振興公社）

↑
スマートフォン等

モバイルは
こちらから！

貸
付

貸
付

（
出
し
手
）

（
受
け
手
）

○中間管理機構を通して農地の貸し借りを行った場合には、協力
金が支払われるケースもあります。詳しい内容は、産業振興
課農地担当までお問い合わせください。

甲
州
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

支
援
機
関
募
集

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
部
の
若

者
等
が
地
方
に
移
住
し
、
概
ね
1
年
以

上
3
年
以
下
の
期
間
、
農
林
業
、
地
場

産
業
へ
の
従
事
な
ど
、
地
域
活
動
を
行

い
な
が
ら
地
域
定
着
、
定
住
を
図
る
取

り
組
み
で
す
。
協
力
隊
隊
員
の
活
動
を

支
援
し
て
い
た
だ
く
支
援
機
関
を
募
集

し
ま
す
。

◦
要
件

　
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
し
、
農
業

を
営
ん
で
い
る
農
業
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
で
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
活
動
を
年
間
通
じ
て
サ
ポ
ー

ト
で
き
、
本
市
へ
の
定
住
、
就
農
等
に

協
力
で
き
る
こ
と
。

◦
期
間　
６
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

問
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
８
１
）

6 月 5 日（月）～ 7 月 2 日（日）
文化協会美術部 ( 塩山 ) による絵画作品

を展示します。
※展示内容・期間につきましては、

変更になる場合もあります。

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口
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公
的
年
金
か
ら
の
個
人
市
県
民
税

引
き
落
と
し
制
度（
年
金
特
別
徴
収
）

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年
金

受
給
者
で
、
個
人
市
県
民
税
の
納
税
義

務
の
あ
る
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

①
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
が
年
額
18

万
円
未
満
の
方

②
市
の
介
護
保
険
料
が
年
金
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
方

③
年
金
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
が
老
齢
基

礎
年
金
等
の
給
付
年
額
を
超
え
る
方

前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民
税

が
、
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。（
年
金
所
得
以

外
の
所
得
に
係
る
市
県
民
税
は
、
従
来

ど
お
り
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
と
な

り
ま
す
。）

※
税
額
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
す
る
「
納

税
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
市
民
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

国
民
健
康
保
険
税

に
関
す
る
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
病
気

や
ケ
ガ
を
治
療
す
る
医
療
費
に
あ
て
ら

れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
の
発

送
　
納
税
通
知
書
は
毎
年
７
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

毎
月
末
を
納
期
と
し
て
、
年
税
額
を
８

期
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
８
期
分
を
１
回
で
納
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
の
加
入
者
全
員
が
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
世
帯
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
引
落
し
）と
な
り
ま
す
。

　
４
月
、６
月
、８
月
の
仮
徴
収
と
10
月
、

12
月
、
翌
年
２
月
の
本
徴
収
で
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
に
対
す
る
軽

減
拡
充

　
平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
こ

の
軽
減
判
定
所
得
が
次
の
と
お
り
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

○
５
割
軽
減

（
現
行
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
２
６
．
５

万
円
×
（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世

帯
所
属
者
数
）

（
改
正
後
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
27
万
円
×

（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
数
）

○
２
割
軽
減

（
現
行
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
48
万
円
×

（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
数
）

（
改
正
後
）

　
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
＋
49
万
円
×

（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
数
）

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
…
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
ま
ま
、
75
歳
を
迎
え
る

こ
と
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
方
。

※
７
割
軽
減
に
つ
い
て
の
改
正
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
軽
減
判
定
所
得　
33
万
円
）

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
や
、

失
業
・
病
気
な
ど
で
所
得
が
著
し
く
減

少
し
、
保
険
税
の
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
方
は
、
当
該
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

耐
震
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
で
、
平
成
18
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

耐
震
補
強
な
ど
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
す
る
耐
震
改
修
を
行
っ
た
も
の
に
つ

い
て
、改
修
工
事
後
、原
則
と
し
て
３
ヶ

月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申

告
し
た
場
合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
か

ら
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
額
（
１
２

０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１

／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
２・１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
減
額

65
歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険
法
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
障

害
を
お
持
ち
方
が
居
住
す
る
住
宅
（
平

成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
も
の
）
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
浴
室
の
改
修
な
ど
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、
改
修
工

事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関

係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場

合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資

産
税
（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分

ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
２・１
８
３
）

省
エ
ネ
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）
を
含
む
一
定

の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
い
、
工
事
完

了
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関

係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合

に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当

分
ま
で
）の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
２・１
８
３
）

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護
士
」
が

協
力
し
て
、
公
正
・
迅
速
・
円
満
な
形

で
問
題
の
解
決
が
で
き
る
よ
う
に
お
手

伝
い
し
ま
す
。
境
界
問
題
で
お
困
り
の

方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
方
法

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
予
約
を
し

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
電
話
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30

　
☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
３
７
３
７

要
予
約
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅

見
学
に
行
き
ま
せ
ん
か

６
月
９
日
（
金
）

午
後
１
時
〜

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
『
あ
い

甲
州
』（
上
塩
後
）
の
施
設
見
学

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介

護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場（
集
合
）

◦
申
込
方
法

　
６
月
６
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
現
地
集
合
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

６
月
16
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
６
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

〔
時
間
外
相
談
日
〕

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
６
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的　

　
　
　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

６
月
13
日
（
火
）

午
後
１
時
～

材
料
費　
１
０
０
円

◦
定　
員　
10
名
程
度

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

６
月
14
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
６
月
７
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日

午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

６
月
20
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

（
市
役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
法
律
相
談

６
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

◦
定
員
７
名
（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
６
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

６
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

※
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

６
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

年金機構の
黄色の封筒が届いた方は
年金が受け取れます
今すぐ
予約のお電話を！
日本年金機構［ねんきんダイヤル］
０５７０－０５－１１６５（いい老後）

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

無
料

無
料

無
料
・
要
予
約
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ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

　
　
　
　
Ｖ
Ｓ　
柏
レ
イ
ソ
ル

～
先
着
２
５
０
人
を
無
料
招
待
～

市
で
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
支

援
す
る
た
め
に
、「
甲
州
市
サ
ン
ク
ス

デ
ー
」
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
を
Ｊ

１
リ
ー
グ
、
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
に
無
料
招

待
し
ま
す
。

６
月
17
日
（
土
）

午
後
７
時
（
試
合
開
始
）

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

◦
対
戦　
柏
レ
イ
ソ
ル

◦
席
種　
バ
ッ
ク
自
由
席

市
内
在
住
の
方（
１
人
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

◦
配
布
日　
６
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◦
配
布
場
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

学
校
給
食
試
食
会

７
月
19
日
（
水
）

正
午
～

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

◦
締
切
日　
６
月
30
日
（
金
）

◦
申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
（
代

表
者
）、
住
所
、
希
望
人
数
を
明
記
の

う
え
受
け
付
け
し
ま
す
。

◦
食
数　
20
食

◦
単
価　
１
食
３
１
０
円（
中
学
生
単
価
）

◦
そ
の
他

　
応
募
内
容
の
変
更
は
試
食
会
の
１
週
間

前
ま
で
と
な
り
ま
す
。
不
参
加
の
場
合

に
は
代
理
を
立
て
る
か
、
も
し
く
は
欠

席
分
の
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

第
10
回
歴
史
的
風
致
散
策

６
月
25
日
（
日
）
少
雨
決
行

午
前
９
時
～
午
後
３
時

甲
州
市
役
所　
勝
沼
支
所
（
集
合
）

５
０
０
円
程
度
（
保
険
料
、
拝
観
料
）

山
梨
大
学
生
命
環
境
学
部
観
光
ま
ち
づ

く
り
研
究
室
と
の
共
同
企
画
と
し
て
、

勝
沼
地
域
の
ブ
ド
ウ
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸

造
に
関
す
る
景
観
や
歴
史
的
建
造
物
、

勝
沼
氏
館
跡
な
ど
史
跡
を
散
策
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
６
月
20
日
（
火
）

◦
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

橘
家
蔵
之
助
師
匠
と
気
軽
に

落
語
を
楽
し
む
会

７
月
８
日
（
土
）

午
後
６
時
～

甘
草
屋
敷

橘
家
蔵
之
助
師
匠
の
落
語
や
渡
辺
郁
子

さ
ん
と
の
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

山
梨
大
学
落
語
研
究
会

「
初
夏
の
寄
席
」

６
月
11
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

山
梨
大
学
落
語
研
究
会
に
よ
る
寄
席

問
甲
州
市
交
流
保
養
セ
ン
タ
ー
「
大
菩

薩
の
湯
」

　
☎
32
‐
４
１
２
６

釈
迦
堂
博
物
館
だ
よ
り

企
画
展
「
峡
東
の
土
偶
」
会
期
延
長

企
画
展
「
峡
東
の
土
偶
」
は
、
好
評
に

つ
き
会
期
を
延
長
し
ま
す
。

６
月
26
日
（
月
）
ま
で

【
宮
之
上
遺
跡
講
演
会
】

発
掘
調
査
の
担
当
者
か
ら
見
た
宮
之
上

遺
跡
の
土
偶
の
特
徴
な
ど
を
話
し
ま
す
。

６
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

◦
講
師　
室
伏
徹 

氏

　
（
山
梨
県
考
古
学
協
会
事
務
局
長
）

【
新
発
見
の
山
城
を
歩
こ
う
】

新
緑
の
中
に
眠
る
新
発
見
の
巨
大
な
山

城
を
、
恵
林
寺
宝
物
館
の
小
野
正
文
館

長
が
案
内
し
ま
す
。

６
月
17
日
（
土
）

午
前
９
時
～

塩
山
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園　
駐
車
場

５
０
０
円
（
資
料
代
・
保
険
料
）

◦
定
員　
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
シ
ー
ト

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

勝
沼
寺
町
フ
ッ
ト
パ
ス

大
き
な
欅
が
そ
び
え
る
諏
訪
神
社
、
浄
土

真
宗
大
谷
派
の
寺
が
並
ぶ
寺
町
を
巡
り
、

本
願
寺
派
の
萬
福
寺
ま
で
歩
き
ま
す
。

６
月
10
日
（
土
）
雨
天
中
止

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

　
午
前
９
時
〜
（
出
発
）

市
役
所
勝
沼
支
所　
駐
車
場

◦
定
員　
30
名

５
０
０
円
（
保
険
料
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

代
、
お
茶
代
）

◦
後
援

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
フ
ッ
ト
パ
ス

塩
山
・
塩
後
地
区
に
伝
わ
る
、
赤
松
円
心

の
娘
・
乙
姫
の
伝
説
に
触
れ
る
散
策
で
、

最
後
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
を
体
験
し
ま
す
。

７
月
１
日
（
土
）
雨
天
中
止

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

　
午
前
９
時
〜
（
出
発
）

甲
州
市
民
文
化
会
館

◦
定
員　
30
名

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
、ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
代
、
お
茶
代
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
３
㎏
含

む
）

◦
後
援

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

無
料

無
料
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山
梨
県
俳
句
大
会

作
品
募
集

県
内
在
住
者
（
高
校
生
以
上
）

※
高
校
生
大
歓
迎

◦
投
句
内
容

　
１
人
５
句
（
四
季
雑
詠
、未
発
表
作
品
）

一
般
２
，
０
０
０
円
（
郵
便
振
替
口
座

利
用
）、
高
校
生
は
無
料

◦
募
集
期
間

　
６
月
１
日
（
木
）
～
７
月
20
日
（
木
）

◦
投
句
方
法

　
生
涯
学
習
課
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
）

に
あ
る
投
句
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

渡
邉
久
雄　
☎
44
‐
０
９
０
８

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
州

エ
イ
ム
ズ
市　
訪
問
団
員
募
集

◦
訪
問
期
間

　
10
月
14
日
（
土
）
～
21
日
（
土
）

◦
訪
問
地

　
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
ほ
か

◦
宿
泊

　
エ
イ
ム
ズ
市
の
宿
泊
は
す
べ
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
す
。

◦
募
集
人
員　
10
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
者
が
５
名
以
上
な
い

場
合
に
は
中
止
と
し
ま
す
。

◦
資
格

　
市
内
在
住
者
で
、
国
際
交
流
に
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
国
際
友
好
親
善
に
あ

た
ろ
う
と
す
る
心
身
と
も
に
健
康
な
20

歳
以
上
の
方
。

◦
費
用

　
１
人
に
つ
き
費
用
の
１
／
４
以
内
で
上

限
５
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※
参
考
（
平
成
27
年
度
１
人
当
た
り
の
個

人
負
担
金　
１
９
０
，０
０
０
円
程
度
）

◦
締
切
日　
６
月
23
日
（
金
）

◦
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
国

際
交
流
委
員
会
事
務
局
（
市
民
課
市
民

参
画・協
働
担
当
）
窓
口
ま
で
、
郵
送
、

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
提
出
先
の
窓
口
ま
た

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
（
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３

甲
州
市
ふ
る
さ
と
劇
団

劇
団
員
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

■
募
集
条
件

　
甲
州
市
在
住
、
在
勤
、
在
校
の
方

〇
劇
団
員

　
男
女
と
も
４
歳
以
上
の
方

　
合
格
後
レ
ッ
ス
ン
を
経
て
舞
台
に
立
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
劇
団
活
動
の
運
営

・
稽
古
の
補
助

◦
募
集
期
間

　
６
月
１
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

◦
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
劇
団
員
の
み
）

　
６
月
27
日
（
火
）

◦
稽
古

　
公
演
に
向
け
て
６
回
予
定

　
（
７
月
～
９
月
）

■
公
演
日　
９
月
10
日
（
日
）

■
申
込
方
法

　
申
し
込
み
用
紙
を
甲
州
市
民
文
化
会
館

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
生
涯
学
習
課
窓
口
（
甲
州
市

民
文
化
会
館
内
）
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（http://w

w
w

.city.koshu.
yam

anashi.jp/

）

問
〒
４
０
４
‐
０
０
４
５

　
山
梨
県
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

　
生
涯
学
習
課　
公
民
館
担
当

　
☎
32
‐
１
４
１
１

平
成
29
年
度

市
民
農
園
（
一
葉
や
さ
い
文
学

園
）
利
用
者
募
集

農
作
業
を
通
じ
て
自
然
と
ふ
れ
合
い
、

お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
使
用
料
（
年
額
）

・
区
画
面
積
32
㎡　
３
，
８
８
０
円

・
区
画
面
積
40
㎡　
５
，
１
８
０
円

※
使
用
料
は
月
割
り
計
算
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
込
書
を
産
業
振
興
課
、
農
地
担
当
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要

で
す
。）

　
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
空
き
状

況
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

　
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
２
８
５・２
８
６
）

甲
州
市
消
費
生
活
相
談
員
募
集

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
対
応
、
啓
発
業

務
、
そ
の
他
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
。

◦
募
集
人
数　
若
干
名

◦
勤
務
条
件

　
週
４
日
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
）

※
勤
務
日
数
、
曜
日
等
は
要
相
談
。

◦
勤
務
地　
甲
州
市
役
所
、
山
梨
市
役
所

※
各
地
週
２
日
ず
つ
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

◦
応
募
資
格

　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
（（
独
）
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
）、
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（（
財
）
日
本
産
業
協
会
）、
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（（
財
）
日

本
消
費
者
協
会
）
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方
。

◦
応
募
方
法　

　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
及
び
、
資
格
を

証
す
る
書
類
の
写
し
を
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面
接

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
山
梨
市
役
所　
商
工
労
政
課

　
☎
22
‐
１
１
１
１
（
内
２
３
６
３
）

温
か
な
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
教
育
関
係
事
業
へ

　
奥
野
田
小
二
三
会
有
志

◎
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
宮
野　
淳
一
さ
ま
（
勝
沼
町
等
々
力
）

　
三
科　
茂　
さ
ま
（
勝
沼
町
山
）



平成 29 年 6 月 30

第１１回 甲州市体育祭り
総合優勝　塩山南支部

　甲州市体育祭りが、３月下旬から５月上旬にかけ
て、各選手により熱い戦いが繰り広げられました。
　それぞれの目標を目指し、“一心不乱”にプレー
した選手たちの結果をお知らせします。

■支部対抗の部
　総合優勝　塩山南支部
　準優勝　　かつぬま支部
　第３位　　塩山北支部

ソフトボール（塩山総合グラウンド）
　Ａパート　神金支部Ａ
　Ｂパート　大藤支部Ｂ
家庭婦人バレーボール（塩山体育館）
　１部塩山南支部
　２部塩山南支部Ａ
陸上（塩山総合グラウンド）
　塩山南支部
グラウンドゴルフ（塩山総合グラウンド）
　大和支部
ゲートボール（塩山総合グラウンド）
　神金支部
ソフトバレー（塩山体育館）
　塩山北支部
ゴルフ（勝沼ゴルフコース）
　奥野田支部
卓　球（塩山北小体育館）
　塩山北支部
レクリエーション（塩山南小体育館）
　参加支部／塩山南支部、塩山北支部、
　奥野田支部、玉宮支部、神金支部、
　大藤支部、松里支部、かつぬま支部

■オープン参加の部
少年野球（塩山総合グラウンド）
　塩山北
ソフトテニス（勝沼中学校・塩山レック

センター）
　男子の部　古屋・廣瀬　組（松里中）
　女子の部　山寺・武川　組（塩山中）
バスケットボール（塩山南小体育館）
　男子の部　塩山ミニバス
　女子の部　塩山ミニバス
空手（塩山南小体育館）

（形の部）
　小２年以下男女混合　野川龍之介
　小３・４年男女混合　森永あすか
　小５・６年男女混合　飯田煌梨
　中学生男女混合　　　平山花純　

（組手の部）　
　小１・２年男女混合　雨宮陽生　
　小３・４年男女混合　雨宮天将
　小５・６年男女混合　森永はるか
　中学生男女混合　　　平山花純
インディアカ（勝沼体育館）
　シャインズＢ
銃剣道（塩山ふれあい館）
　伊澤周作　　　　　
柔　道（塩山ふれあい館）　
　一般　秋山樹

　中学生　　　米玉利空
　小学高学年　池田奏子
　小学中学年　秋鹿竜童
　小学低学年　桐原大和
硬式テニス（塩山レックセンター）
　男子　池田・那須組
　女子　小川・岸本組
バドミントン（勝沼体育館）
　運動不足チーム
剣　道（勝沼勤労体育館）
　小３・４年　　高橋奏多
　小５・６年　　奥山光莉
　中学男子１年　飯嶋光
　　　　　２年　矢崎幸明
　　　　　３年　加藤健太朗
　中学女子　　　高橋くるみ　
弓　道（勝沼弓道場）
　志村明美
クレー射撃（大月射撃場）
　スキートの部　川口利彦
　トラップの部　斉藤一幸

問生涯学習課　スポーツ振興担当
　☎３２ ‐ ５０９８

平成 29 年 6 月 30

koshu
child
smile

子育て応援情報

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

毎
年
６
月
は
『
児
童
手
当
現
況
届
』
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
全
員
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、通
知
文
と
現
況
届
、

返
信
用
封
筒
を
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。（
未
提
出
の
場
合
、
６
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
１
月
２
日
以
降
に
甲
州
市
へ
転
入
さ
れ

た
方
は
、
１
月
１
日
に
住
所
を
有
し
て

い
た
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る
児
童
手

当
用
「
所
得
課
税
証
明
書
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
１
月
１
日
に
甲
州
市
在
住
で
あ
っ
た
方

に
つ
い
て
も
、
税
の
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◦
児
童
手
当
支
給
日

　
６
月
９
日
（
金
）
／
10
月
10
日
（
火
）

／
平
成
30
年
２
月
９
日

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
無
料
】

〇
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
〇

～
リ
ズ
ム
あ
そ
び
～

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動
か
し
親

子
で
楽
し
も
う

６
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

未
就
園
の
子
と
親

上
履
き
・
タ
オ
ル

問
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

〇
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
〇

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

６
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

１
歳
未
満
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

〇
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
〇

～
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う

６
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

１
歳
未
満
の
子
と
親

バ
ス
タ
オ
ル

問
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も

す
館　
こ
す
も
す
か
ん
ま
つ
り

６
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

塩
山
ふ
れ
あ
い
館

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
年

齢
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
楽
し
め
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
午
前
11
時
か
ら
は
３
Ｂ
体
操
の

無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
こ
す
も
す
・
こ
ど
も
館

　
☎
33
‐
２
４
８
７
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆甘草屋敷子ども図書館
　　　　　　　臨時休館のお知らせ
　建物外壁工事に伴い、下記の期間を臨時休館とさ
せていただきます。
　ご迷惑をおかけし大変申し訳ありませんが、ご理
解とご協力をお願いいたします。
◎臨時休館期間
　６月９日（金）～３０日（金）
《休館期間中のイベントについて》
★絵本くらぶ「ちびっこお話会」
　６月２１日（水）は中止となります
※前後の開催予定日
　６月７日（水）・７月５日（水）
　（いずれも午前１０時３０分～）
★甘草屋敷子ども図書館第５３回企画展
　絵本『とんでもない』原画展
　会期が６月８日（木）までとなります。

◆勝沼図書館　休館のお知らせ
　勝沼図書館は蔵書点検作業のため、下記の期間休
館とさせていただきます。
　６月１日（木）〜６月９日（金）

◆知的書評合戦
　　　　ビブリオバトルＩＮ塩山⑬
■日時　６月１８日（日）午後５時３０分～
■場所　塩山図書館
■発表者募集中です！（問合せは塩山図書館まで）
　発表者として紹介する本は、どんなジャンルでも
かまいません。当日の持ち物は、「好きな本」と「好
きな本のことを話したい！」という気持ちだけ♪　
　本が好きな方、お気軽にご参加ください。
※観戦の申込みは必要ありません。当日時間までに
　お集まりください。

◆甘草屋敷子ども図書館
　　　　　　読み聞かせボランティア
　絵本くらぶ「ちびっこお話会」
　　　　　　　　　　スペシャル！
　今年７月で結成１５周年を迎える、読み聞かせボ
ランティア絵本くらぶのお話会をスペシャルな内容
でお届けします。
　親子で一緒に遊びに来てください♪
■日時　７月５日（水）午前１０時３０分～
　　　　（７月１９日（水）は開催します）
■場所　甘草屋敷子ども図書館
■対象　乳幼児・親子

○交通ルールを守りましょう
　農作業車は、「小型特殊車両」です。道路上で
は、車両として扱われます。安全確認を徹底し
無理な走行はやめましょう。
　運転には普通以上、または、小型特殊の運転
免許証が必要です。
※原付免許では無免許運転になります。
　ナンバーを付けないで公道を走ることも出来
　ません。

農作業車の運転に注意 !!
　昨年、日下部警察署管内では、農作業車による死亡事故が発生しました。農作業が本格
化する中、農業に従事する方が悲惨な事故に遭わないよう、次のことに注意してください。

○畑や農道では進路と安全を確認しましょう
　農作業車の転落・下敷き、または、後退時にひかれると
いったケースがあります。安全確認をしっかり行ってくだ
さい。

　忙しい毎日をお過ごしのことと思いますが、「慣れて
いるから大丈夫」「いつものことだから大丈夫」と思わ
ず、事故防止に努めるようお願いします。 
　これからの時期、暑くなりますので脱水症状になら
ないよう、こまめに水分補給をするようにしましょう。
　また、一般のドライバーの方も農作業車には思いやり
のある運転をお願いします。



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

有
料
広
告

飯
いいじま

島 新
しんり

理くん（１歳）

パパには弟、ママには恋人のような存
在の新理。たくさん遊んで色々経験し
て、たくましく健やかに成長してね。

父・慎也さん、母・さゆりさん
（上於曽）
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人口と世帯 （２０１７．５．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，６１２人（−３８）　男 １５，７８１（−１１）　女 １６，８３１人（−２７）　世帯数 １３，２０２世帯（−３）
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樹くん（６ヶ月）

いつも元気いっぱいな辰樹！お父さん
とお母さんのところに産まれてきてく
れてありがとう。すくすく育ってね。

父・司さん、母・仁美さん
（竹森）

http://www.koshu-kankou.jp/観光交流課 HP≫

12/31
マデ

募集中PHOTO
CONTEST「あなたのまわりの甲州市」

フォトコンテスト

ぐるり甲州 検索
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ミナト瓦工業
塩山下於曽399-10  ＴＥＬ0553-32-1447

甲州市商工会会員

各種屋根工事各種屋根工事
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米
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波 碧
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希くん（９ヶ月）

初節句を元気に迎えられ、みんなに
お祝いしてもらったね！これからも
沢山の人に愛される碧希でいてね♡

父・純平さん、母・麗緒奈さん
（下塩後）
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「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。


